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研究成果の概要（和文）： 本研究は1790年以降の「その他全ての自由人」に始まり中国人、日本人、「混血」
などの「肌の色」や「人種」の分類に明瞭に入らない「変則」とされる人々への調査実態について総合的な歴史
像を描いた。1790年、全米各地の「その他全ての自由人」への調査は、ときに厳しい監視のまなざしとしてセン
サス上に表れた。また、19世紀中葉以降の中国人への調査実態から、ホワイトネスの境界線は中国人を含みうる
曖昧なものであったことが明らかになった。さらにはアジアからの移民を他者化（人種化）していくローカルレ
ベルでのセンサス調査の実態が、19世紀末以降確立していく連邦の「包括的人種政策」の基礎にあったことを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）： This project tries to delineate the comprehensive history of the U.S. 
Census, with special emphasis on the local enumeration of “residual” people, who did not clearly 
fit into the “color” or “race” classification, from “all other free persons,”Chinese, 
Japanese, and “mixed-race” populations. In 1790, local enumeration of “all other free persons” 
was sometimes a means of surveillance. In the mid-19th Century, the boundary of “whiteness” became
 ambiguous, which meant that some enumerators reported Chinese as being “White.” Based on these 
enumerations at a local level, the U.S. Census in the late 19th Century started to function as part 
of a “comprehensive race policy” toward immigrants from Asia.
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１． 研究開始当初の背景 
米国の移民・移住に関する研究では、歴史
学、社会学等の分野を問わず、センサスの質
的・量的データ双方を活用する必要性が広く
認知されている。これらの先行研究は、文字
史料やインタビューなどの質的なデータに
偏りがちな、移民・移住研究の現状に対する
方法論的な課題を提示している。一方、我が
国では、1790 年以降、膨大な資源を投じて行
われてきた国家プロジェクトである、米国人
口センサスの数多くのデータの有用性につ
いて真剣に討議されることのないまま、等閑
視されてきたように思われる。 
公式のセンサス・レポートや議事録は首都
ワシントンで編纂されたもので、先行研究が
もっぱら依拠するのもこれらの史料である。
対する調査票は現場の調査員のマイノリテ
ィへのまなざしを炙り出す。また、あらゆる
レポート作成や分類項目の変更の際に、セン
サス当局側が依拠するのは調査票であった。
よって、マイノリティへの調査の実態と「人
種」分類をめぐるセンサスのポリティクスの
検証に際しては、公刊された史料だけではな
く、各時代のローカルな文脈におりたち、調
査票を丹念に検証する必要性がある。調査票
の徹底的な検証を通じてはじめて、マイノリ
ティへの調査実態を個々の調査員の職能の
差に還元せず、南部と北部の異同や全米的な
傾向として提示することが可能となるから
である。 
 このように調査票を史料としたうえで、人
種・エスニック集団ごとに対象を限定するす
みわけを超えて、また、各時代におけるマイ
ノリティ（「自由黒人」「インディアン」、「カ
ナカ」、「ムラトー」、「スパニアード」等）へ
の包括的な視座によって、全米各地で「変則」
的存在とされたマイノリティに対するセン
サス調査についての総合的な歴史像を叙述
するプロジェクトの着想にいたった。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、建国後まもなく 1790 年
から始まった米国人口センサスにおける「人
種」分類の変容とその要因、及びマイノリテ
ィに関する調査の実態を解明し、マイノリテ
ィへのセンサス調査の総合的な歴史像を提
示することである。また、「包括的人種政策
(Comprehensive Race Policy)」の中心とし
て位置づけられるセンサスの「人種」分類が、
奴隷制度や移民政策と如何なる関連性をも
って変容していったのかを明らかにする。 
建国期、19 世紀中葉から 20 世紀初め、20
世紀初頭から現代までの3つの時代区分を立
て、「自由黒人」、「インディアン」、「チャイ
ニーズ」、「ジャパニーズ」、「アジア系」、「ヒ
スパニック」を主たる対象として、膨大な米
国センサス調査票の解読作業を通じて、マイ
ノリティへの調査の実態と「人種」分類をめ
ぐるセンサスのポリティクスを通史的、包括
的に解明していくことが研究の目的である。 

 
３． 研究の方法 
本研究では、以下の課題を立てて 3年間に
わたって、そのつどの進捗状況に応じて研究
を進めた。重要な関連テーマが浮上した場合
には、柔軟に対応して全体像を描いてきた。 
 
研究課題 1：建国期の「その他全ての自由人」
をめぐるマイノリティへの調査の実態と管
理 
 
研究課題2：19世紀中葉から世紀転換期の「カ
ラー」・「人種」分類の変容と移民政策とのリ
ンケージ 
 
研究課題 3：歴史と現在の往来―「その他全
ての自由人」から「その他の人種」へ― 
 
まず、建国初期の「変則」的存在である、
「その他全ての自由人」についての調査票の
収集を行い、人口比率では最大のメリーラン
ド州及び北部のマサチューセッツ州を中心
に調査実態を解明する。次に、1850 年から
1880 年までの「チャイニーズ」、「ジャパニー
ズ」についての全調査票の収集・整理を行い、
「人種」分類と移民政策のリンケージについ
て明らかにする。さらには、マイノリティへ
のセンサス調査の総合的な歴史像を提示す
るため、20 世紀以降の「アジア系」と「その
他の人種」を主たる対象に、「その他」とさ
れる人種・エスニック集団の歴史と現在を総
括し、今後の分類項目の展開についても明ら
かにすることを本研究の目的とした。 
これらのローカルな調査実態の総合的な
検証には、史料である膨大な数の手書きの調
査票を、時代・地域を横断して徹底的に検証
する作業とそのデータベース化が必須の作
業であり、本研究の実証の基礎をなした。膨
大な史料からの堅実な実証作業のために、3
年間を通じて研究補助を依頼し史料収集を
効率的に行う工夫を行った。 
 
４． 研究成果 
本研究では、3 年間の研究期間を通じて、
国際ワークショップの開催や日本アメリカ
学会年次大会での共同発表を通じて国際共
同研究に力を入れ成果を上げることができ
た。2016 年 6月にはアメリカ・センサス史の
大家、ミルウオーキー大学ウィスコンシン校
のマーゴ・アンダーソン特別栄誉教授と、米
国商務省センサス局のデーヴィッド・ペンバ
ートン博士を招聘し、学会でのパネル発表等
を通じて、センサスにおけるマイノリティへ
の調査について総合的な歴史像を描いてき
た。 
研究期間のうち、主に 2 年目、3 年目に重
点的に発表や論文として成果を出版した。こ
のうち、建国期「その他全ての自由人」への
調査では、ニューヨーク州やマサチューセッ



ツ州といった北部では「インディアン」を、
南部では「自由黒人」を対象として、細かな
調査が行われた。とりわけ、低南部（サウス・
カロライナ州）では、「自由黒人」への厳し
い監視のまなざしが、センサス調査に表れた
のだった。 
19 世紀中葉以降の「カラー」・「人種」分類
の変容と移民政策とのリンケージについて
は、中国人に対する初のセンサスでの調査実
態を通じて検証を行った。記録が行われた
1850 年連邦センサスの調査票から分かるこ
とは、「チャイニーズ」の「肌の色」の記録
は、ほぼ全てが「ホワイト」を示す空欄であ
った、という歴史的事実である。しかし、同
時に「チャイナマン」が名前欄にかかれるな
ど、名前の省略も広範にみられ、既に「チャ
イニーズ」が「ヨーロッパ人とその末裔」で
ある「ホワイト」とは異なる存在になってい
た。彼らは「黒人以外」すべてを包含する曖
昧さをあらわしていたホワイトネスの境界
内に位置づけられたとはいえ、十分かつ正確
な記録が行われなくても良いという差別的
な眼差し・行為の対象―「マイノリティ」化
―していたことを、ローカルからの発信であ
るセンサス調査票は物語っていることを明
らかにした。 
加えて、1870 年以降、異人種間結婚をした
日本人移民と家族の「人種」の記載について
も研究を進めた。これは研究を進めるなかで、
連邦が規定するホワイトネスの政治性とロ
ーカルのまなざしの違いが明らかになる重
要な事例として浮上したテーマである。日本
人の異人種間結婚のファミリーに関する研
究発表と論文の中で明らかになったのは、先
行研究の叙述とは異なり、日本人の世帯主の
「人種」がヨーロッパやアメリカ出身の妻の
「人種」に影響を与えていなかったこと、つ
まり、「人種」の記載は世帯主（日本人男性）
に従わず妻の出身に応じて個人別に行われ
ていたことである。加えて、「ジャパニーズ」
が公式分類となった 1890 年以降も、日本人
移民が「ホワイト」と記載され続けたことで
ある。 
さらに本研究では「アジア系」という現代
のセンサスにおける「人種」分類を歴史化し、
現在と過去を往来しつつ「アジア」の概念図
が如何にセンサスをめぐるポリティクスの
なかで創造されていったかについて明らか
にした。そこでは、19 世紀後半から 20 世紀
にかけて中国や日本と、シリアやアルメニア
といった、異なる「アジア」からの移民に対
するセンサス調査実態の異同を解明した。 
このように、対象の歴史を細かく限定せず、
また単一人種・エスニック集団ごとの叙述で
はなく、その多くが「自由黒人」であった 1790
年以降「その他全ての自由人」に対する調査
の杜撰さを「変則」とされる人々への調査の
雛形として位置づけ、センサスにおけるマイ
ノリティへの調査についての総合的な歴史
像を描いたのが、本研究の成果といえる。 
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